
注文住宅・リフォームのことならせきたにお任せください。ゼロエネルギー住宅を建築する工務店です

≪  発行 ≫

㈲アドバンスせきた

小田原市下大井393-3
Tel : 0465-39-1238

Vol.87
2018.09

アドバンスせきた
ホームページ ＱＲコード

SEKITA’s reform

after
室内のFIX窓を開
閉型に変えて室内
の通気性向上！！

マカロン

持ち物： 裁縫道具

※内容は変更になる場合がございます。

玄関ﾄﾞｱを開閉式の通気窓がついているタイプに交換し、
室内窓も開閉式に変えて、風の通り道ができました。
においもこもらず、夏の暑さを解消しました。

after

玄関ドアを交換し、断熱性向上！！
LIXIL「リシェントⅢ」採用。

～お悩み～

西日がきつく、夏場は玄
関外のすだれを
付けて生活していました。

～お悩み～

リビングの風が抜けなくて…

before

before

つまみを使って
お好みの場所で固
定できて便利！



高齢になると、特定の色が見えにくくなったり、色の差が判別し
にくくなったりします。
必要な照度（照明の明るさ）は、40歳を過ぎたころから大幅に上
昇するといわれています。20代と高齢者を比較すると、60代で約2
倍、70代で約3倍の照度が必要です。
明るさが足りないと、つまづいたり転倒する危険性が高まります。
ケガを防ぐため、まずはより明るい照明に交換しましょう。
昼光色より昼白色の方が明るくなります。ただし、明るすぎると
体調によってストレスを感じる場合があります。明るさ調整がで
きるタイプを選ぶと良いでしょう。
また、人感スイッチや足元灯などを活用することで、けがのリス
クは減っていきます。
用途や年齢、生活環境に合わせて照明を選んでみてはいかがで
しょうか？

『照明』でケガ防止？


